
北欧諸国 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２００１．４．１９） 

 

 今週は北欧がすごい！という実態を紹介します。 

 まず経済成長（１９９９）がすごい！ 

   アイルランド  ８・６０％   １位 

   アイスランド  ５・８１％   ４位 

   スウェーデン  ３・９０％  １５位 

   フィンランド  ３・７０％  １７位 

    

   アメリカ    ３・８０％  １６位 

   日本      ０・６２％  ４０位 

 

 次はＩＴ革命がすごい！ 

  人口あたりコンピュータ普及率（１９９８） 

   スウェーデン   ２位 

   フィンランド   ３位 

   アイスランド   ４位 

   ノルウェイ    ５位 

   デンマーク    ８位 

   アイルランド  １５位 

    

   日本      １９位 

 

  人口あたりインターネット普及率（１９９９） 

   フィンランド   ２位 

   アイスランド   ３位 

   ノルウェイ    ４位 

   スウェーデン   ７位 

   デンマーク    ８位 

 

   日本      ２１位 

 

  人口あたり携帯電話普及率（１９９９） 

   フィンランド   １位 

   ノルウェイ    ２位 

   スウェーデン   ３位 

   デンマーク    ７位 

    



   日本      １７位 

 

  電子商取引の普及（アンケート結果） 

   アイスランド   ２位 

   フィンランド   ３位 

   スウェーデン   ５位 

   アイルランド   ７位 

   ノルウェイ   １５位 

 

   日本      ３０位 

 

 北欧が「すごい」理由はいくつかあります。 

  理由１ 人口が少ないので方向転換が容易 

   スウェーデン    ８９０万人  ３４位 ＝ 大阪府（８８０万人） 

   デンマーク     ５３０万人  ３９位 ＝ 兵庫県（５５０万人） 

   フィンランド    ５２０万人  ４０位 ＝ 兵庫県（５５０万人） 

   ノルウェイ     ４５０万人  ４１位 ＝ 福岡県（４９０万人） 

   アイルランド    ３７０万人  ４４位 ＝ 静岡県（３７０万人） 

   アイスランド     ２７万人  ４７位 ＝ 盛岡市（ ２８万人） 

   日本     １億２７００万人   ７位 

 

  理由２：古いものを捨てる戦略 

   世界の携帯電話の最大製造企業（シェア３０％）ノキアは１０年前まではパル 

   プ会社／ゴム会社であったが、すべてを捨てて通信と携帯電話の製造に集中し 

   た 

   世界第３位の携帯電話製造企業（シェア１２％）エリクソンは今年になって携 

   帯電話製造から撤退を表明 

 

 北欧諸国を参考に日本の将来を考えた戦略は 

  「小さくする」という意味では地方分権を推進する 

  「捨てる」という意味では各地が特徴ある産業や文化を育成する 

  

 ぜひ新生日本を期待したいと思います。 

 


